



























































































































































































































































のではないか、そう把らえることによって 18 世紀の終りから 19 世紀のはじめにかけての産
業革命につづいて、20 世紀の終りから 21 世紀の初めにかけての IT 革命＝情報革命の意義が
明確になって来るのではないか。
　Ⅲ　記号と符号




のは 1967 年であり、脱稿までに 4 年かかった、と言っている。情報論が急速に氾濫し初めた
のは 1980 年代、それも後半である。吉田が取り組んだのは極めて早い。社会科学の世界だけ
はようやくマルクスが下火に向かい、ウェーバーが大きく取り上げられるようになり、大学















































































　第 2 の空間変換は個体内と個体外に分けられ、それぞれ発信・送信・受信の 3 段階に分け
られ、個体内空間変換は神経系統の領域であり、自然言語の情報は個体外領域のものである。
そして、発信・送信・受信の空間変換は時間変換の記録・保存・再生とパラレルの関係にある。




































































































































































































































































序のプログラム〉と〈秩序そのもの〉の 2 層からなる新たな世界の登場」と第 2 の生物レベ
ルで言っているのは正確ではない。
　なお、第 2 の広義の生物レベルの情報のところで、「遺伝情報と文化情報は、この広義の情














































　情報の第 4 形態は、第 3 形態に一定の限定を加えたものと言って、4 つの限定を示してい























































　この、第 4 の最狭義の定義は妥当ではないことが、ここでも明白となった。では、第 4 の
情報とはいかなるものか。それは、直前の引用の中に既に彼が示しているものである。それは、












　吉田情報論は、第 1 から第 4 に及ぶ最広義・広義・狭義・最狭義の 4 段階・4 階層把握である。
この把握を可能にしたのは、一般化・特殊化の方法である。そして、私が彼の立論に批判を























































情報をパタン＝差異集合と規定して、第 1 階層に捉えた。第 2 階層において生物レベルの情




　吉田の第 1 階層と第 2・第 3・第 4 階層の二群のとらえ方、すなわち、自己組織性とプロラ
ムを決定的に重視する分け方に対して私は異論を唱えたい。それは第 1・第 2 と第 3・第 4 の
二群と把握するものである。それは、物界と生物界を自然的世界と把らえ、第 3 の人間界と





たら、第 1 階層と第 2 階層の連続性と差異性が語られたであろう。
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A	Concept	of	Information
Tadashi	Mito
　This	article	presents	a	critical	consideration	of	Tamito	Yoshida’s	 information	theory,	which	 is	 the	
most	profoundly	and	widely	researched	in	this	field.	His	theory	developed	with	a	theory	of	science.	In	
consequence,	he	wrote	the	final	chapter	of	an	important	report	"A	New	System	of	Science:
　Science	 for	Society	and	Integration	of	National	Society	and	Culture	 into	Science	Council	of	Japan	
2003."	This	article	focuses	on	a	fundamental	problem	of	Yoshida’s	theory.
